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【論文概要】 

本研究では，周期構造の超高反射率ミラーから構成される低損失 Bragg 反射鏡導波路を形成し，

その巨大な構造分散を活用することで，従来の非機械式の光ビーム掃引の限界を打破する高分解

能光ビーム掃引デバイスを実現した．新規デバイスの構造（図１）提案を行い，そのビーム掃引

特性を明らかにした．従来の回折格子と比べると１桁以上大きい巨大角度分散特性と 100nm に及

ぶ有効波長帯域を明らかにし，伝搬損失低減により，出射ビームの回折限界で決まる解像点数は

理論的には，数千点にも及ぶことが明らかにした． 

 実際に，GaAs/AlGaAs 系 Bragg 反射鏡導波路を半導体プロセス技術を駆使して，製作し，その

ビーム偏向特性を明らかにした．偏向角 60°以上におよぶ連続的なビーム偏向を実現するとと

もに，最小ビーム広がり角 0.025°の狭出射ビームを実現し，解像点数として 1,000 を越える超

高解像ビーム掃引を達成した．図２に示すように，これは，非機械方式のビーム掃引の解像点数

としては世界最高である．現在の解像点数は，機械方式の最高性能には及ばないものの，導波路

の伝搬損失をさらに低減して長尺化 cm オーダーまで行うことで，解像点数 10,000 の超高解像ビ

ーム掃引に展開することも夢ではない． 
 

            

図１  Bragg 反射鏡導波路によるビーム掃引               図２ デバイス長と解像点数の関係（その 

デバイス             他の角度分散素子との比較） 
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